


奈良市役所所蔵平城京復元模型
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2 .水に流す
す あな

ちょっと捨てたいものがある時は、穴をほるのも
みぞ

めんどくさいし，)11や道路のわきにある溝に流し

たよ。ごみだけじゃなく、まじないの道具もよく

溝に流されたから、溝そうじはかかせなかったみ

たい。溝がつまったら大変だもんね。
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1 .穴をほる

たくさんごみがある時でも、ごみの量に合わせて
す

自由な大きさにほればいいし、捨てたい場所の近
ペんり

くにほれば、運ぶ手間もはぷけて便利だね。あま

り人に見られたくないごみも、捨てた後、一度に

土をかぶせてしまえばのぞかれる心配もなし!
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3.井戸に捨てる
叫，~うきょう か

水道がなかった平城京の時代、井戸は生活に欠か

せない水を地下からくむために必要で、平城京の

あちこちにつくられたよ。すまいの引っこしなど

で井戸が使われなくなる時には、いらないものを

投げ捨てたんだ。井戸は深いから、たくさん捨て

やすかったんだろうね。
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平城京が日本の都だったのは74年問。都が次の

場所にうつると、人々もその新しい都に引っこ
けしき

し、平城京の景色は田んぼや畑にかわっていった

よ。今、平城京があった場所を発掘すると、田んぼ
たてもの

や畑の土の下から、建物の柱のあとや、使われて

いた道具がたくさん見つかつて、当時の様子を知

ることができるんだ。
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脚市輸

ごみじゃない

ものって何?

土の中から見つかるものをよく調べると、いらな
す

くなって捨てられたごみとは考えにくいものが

あるよ。大切に土の中にうめたり、いのりをこめ

て水に流したり、うっかり落としたんじゃないか
はつ〈っちょう

と思うものだったり…。これらのちがいを発掘調
書

査ではしんちょうに見きわめるんだ。
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平城京の発掘調査で見つかるもの(出土品)には、
由寸吟や ラ対3 どき

屋根にふかれた瓦、焼き物の器(土器)、字が書か
M~ もつかん ど r;f <ぎ

れた木の札(木簡)、お金、焼き物の馬(土馬)、釘、

〈レ・・、など色んなものがあるよ。これらは、全部
す

平城京の住人がいらなくなって捨てたごみなの

かな?お金を捨てるなんて、もったいない気がす

るんだけど…。

。
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千言十

叢に打たれた大きな話をかくすた

めの金具だよ。花の形で釘をかく

すなんてセンスいいね!
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免弱をEhぐための石だよ。もともと
お

は長方形だったけど、真ん中が折れ

そうなほど細くなっているね。
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色んなもょうが組み合わさっている

ね。道路わきの溝から様々な金具と

いっしょに見つかったよ。近くの主

暴力、ら全てられたのかな?
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しょ号そういん

ど、正倉院に伝わる刀かぎりや、馬

具のかぎりによく似ているよ。

げた

かかとの部分がよくすりへった
へいじようき，1

げたが、平城京では多く見つかっ

ているよ。このげたの表には、指

のあともくっきり!

表は黒いスミ、裏は朱色のスミをするのに

使った、一台で二役のとてもめずらしいす

ずりだよ。表はおどろくほどツルツルで、ょ

くすったことがわかるんだ。
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平城宮の役所の近くの宍の中で

見つかったよ。仕事中におなか

が靖くなったのかな?

き せいちゅう

寄生虫の卵

金53の中で、ここはトイレかも?
けんぴきょう

と気になる場所の土を顕微鏡で

よー〈見ると、寄生虫の卵がたく

さんみつかることがあるんだ。当

時の人が食べていたものまでわ

かったりするんだって。

がじっ

果実のタネ・カラ
す へい

食べ残しを捨てたごみ捨て場から見つかるよ。平

塚京では、ウメ、カキ、ウリ、クルミ、モモ、クリな

どがよく食べられていたみたい。
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魚異類の

ホネ・カラ・フタ
最近では、遺跡の土を細かく調べることで、発見

が増えてきているよ。海のない奈良なのに、色ん

な袋詰を食べていることにオドロキ!

ハツリ〈ず

長おを免訪で、加工する(はつる)

ときに出るごみ。特に、建物を建

てるときには、たくさん出たよ。

けずり〈ず

木簡の表面の文字を小万でけずった

時に出るごみ。今で言う、“消し力ス"

出土する木簡のほとんどは、これ。

上流のくらしにかかせな

い、かぎり金具を作るとき

に出たごみかな。
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塩をつ〈るための土器
海の近くで、海水をにつめて塩を作るための

著で、このまま平最安に運ばれたよ。畠って

中の塩を取り出したみたいで、総芝、で‘見つ

かることが多いよ。

切り〈ず

木簡

ひもを通すための宍が、横からあけられた木

簡があるんだけど、使っているとき、穴の部

分でよく動れたみたいなんだ。金芹の短い方

は、さすがにもう使いみちがないね…。

ど曹

ウルシを運んだ土器
産地でとれたウルシを、平城京に運ぶための

器。ウルシを使うときには割って、取り出し

やすくして、最後まで大切に使ったよ。
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私崎、 平城京町中.¥!)部、 平城宮で働、、寸いる視人です。

平城宮 I"~ "玉川住まい"，，，.~I人
園町ij;;るをおこなう彼所v集ま、マいます。

ここ町ヒころ、 都市<t.苛こτ号|、こし勺ザきでしt，肝、

ふt，r，v平城官にもr今 T手t，町で、 リフォームやら翼t-rかえやらで大きt>1'"。
天皇町住まい町i丘〈で片ザけをしTいt，~. t， <さι町ごみ射出 t，町で、

rこかにうIh-rしまいたいヒ思、Tいる町です均ぜ・・・.
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食事用の圭畠

同じ形で様々な大きさに作りわけられ

た土器がたくさん見つかったよ。奈良

時代の有毒高な長喜セットと言えるん

だって。

. 
実藍のしゃ〈し

諮峯量で使っていそうな、びっくりす

るほどの大きさだよ。近〈で、大人数分

の調理でもしたのかもね。
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おうぎ

3点見つかったよ。1ミリ以下のとっ

てもうすい板でつ〈られているんだ。

形が丸くてカワイイ!
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トリのえさ入れ?

「鳥食入器Jf義語鳥尿」とかかれている

から、きっと鳥のエサ入れだよね。鳥が

ラヲガキされた土喜も見つかったよ。
• 

すごろ〈量

見つかってから 50年以上ナゾだった

貨基のウラのラヲガキ。叢誌すごろく

の盤だとわかったよ 1
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木炭

とてもたくさんの木炭が見つかった

よ。ヲヌギやコナラなどの質がよい炭

で、美星の住まいの縫麗ゃ調理用と考

えられているよ。

4障

糸をつむぎ、巻き取る道具

議糸道具がい〈つも見つかったよ。近
乙号ぽ号

〈におり物工房があったのでは?

o.:~~、 "吋ゐ

合 マ-1 f)~"るら剛志、 実際c，畠.:t.l.(~実物奇令〈リ c，再唄l.(;レプ 1)1Jt!t.o 

ススのついた£畠

調理のために火にかけて使う土器が大

小いくつか見つかったよ。これは、小さ

くて丸い形。何を作ったのかな?

この前惜し/

半、議官町西 I' <Þ.~、追及、善ヒいう与吉知行いるがな?
東大与に負け宇いぐらい、 大きな与"'';Iv l:府守。

こと目、 「番街道」ヒいう場所。

t， <きLいる1昔町t，酌1:官皐t作るのはも寄ろん、
大串t官きまf=i長える官皐も用意しTおる.
し句、レヘもう半被安も都ヒパ<"'';..，1'しれt:L、

ぃ r

与も前よリきvtt-rきれし、 もう井Fも1i1!t>"-旬、て"i"'o
ごみでも放リこ"--r'、 う品Tしまおう。
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合会合
にえ も9 かん

『費J:木簡
てんのう

各地から集められた天皇のための食材
にえ

を「賛」というんだけど、それにつけら
ふ官

れていた札が多〈見つかったよ。

d静
ほうき

ホウキグサをたぱねたもの。先の方は

残っていないよ。これでそうじした後、

ホコりといっしょに捨てたのかな?

いっぺん

大きさ:一辺およそ 2.3m、深吉 2.8m以上
も"，ん せいえん E • 

鎗てられた主なごみ:木簡約2700点、製塩土器20箱分、

量吾土畠約100点、管室.逼SZ量治90点、
誕量話約40∞点
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通量主畠
字詰躍で1，2を争うほどたくさん見

つかったよ。中の遣は、つけものや論議

14づくりに使われたのかな。

食事用の五轟
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西大寺の僧が食事をした器かな?割れ

たりせずに、まだ使えるのに全てられ

たものも多かったみたいだよ。

『食』にかかわる呆髄
1:.1;1 1.1 !聖一

野菜の送り状、つけもの容器や米俵の

空グ、寺の中でご議を(liった時の在
実など、色々なものがあるよo
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口には入らないような大きさだよ。食

事を取り分けるレンゲのようなもの

だったのかな?
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火にかけられた土器

下半分にススがついているのがわかる

かな?にたり、たいたりする調理に使

われたよ。
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火だねのような、熱いものを持つため

の翁のはし。頭がレンゲの花をかた

どっていて、とってもオシャレ。
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きたようだし…。



@ 

• • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 

• 
• • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 

ほって、まわりの土がくずれてこないように、木の板など

で、押さえるんだ。

井戸の大きさにあわせて、板を用意することが多いんだけ

ど、なんと、“たて"をさかさまにして組み合わせた井戸が

見つかったよ。
へいじよう曹ゅう ぎしき

この“たて"は、南九州出身の人々が、平城宮の儀式で使っ

たと考えられていて、大きなうずまきもょうがえがかれて

いる、色あざやかなものなんだ。

. いど

井戸のわ〈

生活に欠かせない地下水をくむための井戸。

井戸をつくる時には、地面を深〈、地下水が出る場所まで
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何本もつなげて、うめられていたんだ。

実はこれ、元々は藤積京の中心部・議議官の逗弱で使われていた、主長な柱。

それをわざわざ運んできて、中をくり飽いて、排水管に生まれ変わらせるなんて、

すてきなアイディアだね!

平城宮をかこむ“へい"の屋根にたくさん使われたもの。
ふじわらきょう J、じわらきゅう

元々は、ひとつ前の都だった藤原京の中心部・藤原宮で使われていた瓦

なんだ。つまり、瓦のおさがり、ということになるのかな。

使いみちを変えなくても、これもりっぱなリサイクル!

この、長~い木の醤は、地下にうめられていた排水管。
へいじ占うきゅう だいいちじだいご〈でん

平城宮の中心・第一次大極殿の前の広場の水はけをよくするため、

時きさき のきがわら

これは、屋根の軒先をかざった、軒瓦という瓦。
から〈吉

ハスのもょうの丸い瓦と、唐草もょうの平たい瓦があって、
たても由

建物によって少しずつもょうがちがったんだ。

この軒瓦は、判官の韮肖.脳ちゃ、
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屋根の瓦

スグにはすてません

排水管
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みんなの家のどこかに、ウルシが胞られた、黒や赤のおわんはないかな?

うつわ ζ うぼう

平城京にあった、ウルシぬりの器をつくる工房では、

ウルシが乾かないように、パレッ卜に紙でふたをしていたんだ。

でも、新品の紙ではなくて、いらなくなった書類を使ったんだよ。
お

そして、使い終わったら、折りたたんでポイツ。

ウルシがしみこんだ紙は、土の中でもくさらずに残ってしまうんだよ。
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みんなは、めくったカレンダーのうらや、

見終わったチラシのうらにラクガキしたことないかな?
へいじようきょう に

平城京の住人も、似たようなことをしているよ。

もう使わなくなった主主に顔をえがいたり、
もつかん 色味，ら

木簡に字の練習をしたり、瓦に九九を書いてみたり…。

あいたスペースをみつけると、ついついラクガキしたくなるのは、

1300年前の人も同じなんだね。

どー も.， tr>.ん か柑ら

元のすがた:土器・木簡・瓦など

リサイクル難易度:ヲ公安食

ウルシ容器のフタ
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ラクガキ帳

ウ}~シってま日ってる?

学校の書道の時間には、長方形のすずりを使うよね?

奈良時代の役人たちは、スミをするときに

丸い形のすずりを使ったんだよ。でも、

みんなが丸い形のすずりを使ったわけではなくて、

位、が低い役人は、食事用の主畠の麗やフ夕、
かめ

“窒"とよばれる大きな土器の破片を、

すずりがわりに使ったみたい。
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いって、銅に金メッキして作られているんだ。でも、

発掘調査では、かけらも出土していないんだよね。建

輸をこわして鴎尾がいらなくなった時に、とかして

別のものに作りかえたんじゃないかと考えられてい

るよ。

平城宮跡に復原して建てられた、第一次大極殿や朱

雀門。その屋根の両はしに、金色に光るかぎりがのっ

ていることは知っているかな?これは、「鴎尾」と

という見方で、

またー昧ちがった楽しみ方が生まれると思うねんな -0

"" 

ごみをとかす

『もう使えなかったのかな ?J

と考えへん?

待ってんでl

どんな〈らしをしていたのかな?J 

『どうして岳てられたのかな ?J

を、

半減賀“ごみ"

遺跡から見つかった昔の道具を自の前にすると、

これからも、平城京の住人が残した
へ~II;ょう曹ゅう世曹 し りょうかん

平城宮跡資料館に見に来て〈れるとうれしいわ. 

• 

“ ・圃..._ " ‘_ fT7' 

• 
• • • 

• 

どうやった?

してわざわざもやしたのかな?土をかぶせてうめる

だけでなく、念には念を入れてもやしたのかもしれ

ないね。

ぐらい。ところが、 2008 年の冬、こちらも半Ïi1~醤の蚕
岩にある役所の一角で、とても多くの示簡や木くず

をもやした巨大なごみ捨て穴が見つかったよ。どう

平城京の時代、ごみをもやすことはあたりまえでは

なかったんだ。ごみをもやしてつかまった人もいた

ずかん.

昔の道具を見てみると、

ごみをもやす
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おわりに

『これを使って、
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でも、

••••••••••• ? 
も

平城宮の東方にある役所の一角での話。一辺 70cm

ほどの穴から、ちゅう木、とてもたくさんの種類のタ

ネ、毒主韮の卵が見つかったよoここはトイレで、タ

ネはウンチに混ざって出てきたのかな?でも、タネ

をよく見ると、かまれていない発益な形のものがた

くさんあったんだ。よくかまずに飲みこんだにして
す

は多すぎるから、食べ残しを捨てる穴でもあったの

かもね。ちなみに、ハエのサナギもたくさん見つかっ

たよ。

平城京の人々が、わざわざ捨てたわけではないけど、

使われなくなってしまったものがあるよ。土管、柱の

根元、井戸のわく、建物の床にしかれたレンガーな

ど。当時、地面の近くにあったり、地中にうまってい

たものが使われなくなると、そのままうめられるこ

ともあったんだねo動かされなかったからこそ、当時

どうやって使われていたかがわかる、とても大切な

資料なんだよ!
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建物のあった場所を発掘すると、屋根瓦がたくさん

出土することがあるんだ。建物を建てかえたり、引っ

こしする時に持っていかずに捨てたみたいだよ。で

も、今、奈良街にある先員寺の屋根には、1400年前の

瓦がいまだに使われているから、長持ちするものも

あったはずなんだけどねロもちろん、リサイクルして

別の建物の屋根に使うこともあったけど、新しい瓦

でそろえることもめずらしくなかったようだよ。

使えるけど捨てる
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